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ITOPF（国際タンカー船主汚染防止連盟）テクニカル・チーム・マネージャー  

2014年 石油連盟 油流出に関する国際シンポジウム 



 

• 1968年創立の非営利団体 

•主として海運業界が出資（P&Iクラブ経由） 

•油及び化学物質の流出に関して中立的なアドバイスを提供 

•ロンドンを本拠地とするが、グローバルなサービスを提供 
 

ITOPFの紹介 



 

•ロンドンの事務所（職員32名）  

• 14名の油濁対応者を含むテクニカルチーム： 

 理工系出身で油濁対応の経験 

 これまで100ヶ国で、700件の油流出に対応 

•組織内のデータベース及び技術ライブラリー 

• 2012年以降、上海に中国連絡員が駐在 
 

ITOPFの資源 



中心となる技術サービス 

 

1. 流出への対応（油及び有害危険物質） 

2. 損害評価及び賠償請求分析 

3. 緊急事計画策定、訓練及び助言 

4. トレーニング及び各種訓練 

5. 情報提供 
 



オイルタンカーの油流出事故（700トン以上） 

油流出事故の４０年間の動向 

1970年から2012年までの大規模流出事故（700トン以上）の件数 

流
出
事
故
件
数

 

1970-79年：
年平均 

24.6件 

1980-89年：
年平均 

9.3件 1990-99年：
年平均 

7.8件 

2000-09年：
年平均 

3.3件 

2010-12年：
年平均 

1.7件 



船舶種別のITOPF事故対応（2000－2013年） 

タンカー
32%

非タンカー

68%

対応した事故の種類の内訳 



MOLコンフォート号 

 

インド洋 

2013年6月 

コンテナ船 



コスタ・コンコルディア号 

2012年1月 

クルーズ船 



 

•  25件 

•  タンカー事故7件 （2013年1月～12月） 

油流出対応活動 

対応した事故 非タンカー（18件） タンカー（7件） 



• 「典型的な」事故 

• コンテナ船 

• 異常気象 

• 今後は？ 

最近の傾向 



KIANI SATU号の事故  

 南アフリカ西ケープ州  



危険にさらされている資源 

座礁地点 

スヴァルトフレイ川河口 

ナイズナ川河口 

Goukamma 
海洋保護区  

7 km 



流出油による汚染の規模及び範囲 



流出油による汚染の規模及び範囲 



対応の課題 

 荒天・荒波にさらされる海岸線 
 
 海岸線へのアクセス 

 
 MPA（海洋保護区）指定による
様々な規制 
 



油で汚染された野生生物 

 油で汚染されたアフリカペ
ンギン及びケープカツオドリ 
 

 物理的窒息 
 

 手当てした鳥の高い生存／
放鳥率 

 

SANCCOB 



 WASTE MANAGEMENT サルベージにあたっての問題 

 船舶の構造的完全性 
 

 穀物貨物が放出される可能性 
 

 船舶の離礁 
 

 船舶の最終的な運命 
 



CMA CGMフロリダ号の事故 

2013年3月、中国 



CMA CGMフロリダ号の事故 

凡例 

船舶の位置（18/03/13 20:03） 

海洋保護区 



海上での対応 



拡散・漂流予測および空中査察 

観測された濃い帯状の油 

まだらに広がる油 

ブラックオイルが斑点状あるいは断片状に見られる油膜 



船舶の油汚染及び積荷の問題 



陸上でのコンテナの処理 



コンテナ船対応 



パワーバ―ジ103の事故 

2013年11月、フィリピン 



エスタンシア 

500 km 

台風３０号（ヨランダ） 



インフラの破壊 



油で汚れた海岸線 



油で汚れた漁船 



MANGROVES 油で汚れたマングローブ 



廃油の回収 



海岸線の清掃 



異常気象への対応 



将来は？ 

北極圏 



  THE ARCTIC – FUTURE INCREASE IN SHIPPING?  

北西航路： ~ 14,600 km 

パナマ運河： ~ 23,300 km 
スエズ運河： ~ 22,200 km 

北極海航路（NSR）： ~ 11,900 km 

北極圏海運 



 

•北極海航路（NSR）を利用する船舶が大幅に増加 

 2010年－4隻 

 2011年－41隻 

 2012年－46隻 

 2013年－71隻 

 

 

 
 

最近の北極圏の海運 



 

•掘削リグ「クルック」の事故：大晦日：油の流出が無く、環境被害のリスクが
低いにもかかわらず、BBCとCNNは大見出しを掲げ、WWFは声明を出し・・・ 

• ASIAN LILY号の事故：クリスマスイブ：ITOPFが動員され、重油の流出があり、
重大な被害の恐れ・・・だが、ヘッドラインニュースにならない？ 

 

課題： 北極圏はメディアの注目の的である 



北極圏対応 

 

•北極圏での流出事故のリスクの増大：NSRを通る交通量の増加  

•油流出対応：北極圏においては非常に厳しい（追跡、技術、ロジスティック
ス） 

• ITOPFは北極評議会の油流出対応に関する「作業部会」への公式アドバイ
ザーである 

• ITOPF内の北極圏対応検討グループはP&Iクラブと会員に助言を与えている 
 

© ITOPF 

シンテフ社 



www.itopf.com 


